
はじめに

　本書は，大学入学共通テスト「物理基礎」で高得点がとれるようになることを目標
とした単元別の問題集です。共通テスト「物理基礎」の内容は

１．運動とエネルギー
２．熱
３．波
４．電気
５．エネルギーとその利用

の ５分野です。共通テストはこれらの分野から満遍なく出題されるので，高得点をと
るためには，全ての分野について偏りなく学習し，それらの内容を理解して正解を導
く力を身につける必要があります。
◆本書の特長◆

① 共通テストに頻出のテーマを網羅しています。
② 大問ごとに目安となる解答所要時間と配点を示してあります。
③ 大問ごとの問題の難易度を ３段階で示してあります。
（★★＝やや難，★＝標準，無印＝やや易）

④ 解答・解説は別冊になっています。
⑤ 解説はできる限りわかりやすく書いてあります。
⑥ 各分野の基本事項のまとめが各章のはじめにあります。
◆本書の効率的な使い方◆

① 示されている解答所要時間を目安に自力で問題を解いてみる。
② 解答を参照して採点する。
③ まとめを参考にしながら，できなかった問題をもう一度解いてみる。
④ 解説をじっくり読んで，できなかった問題を深く研究する。
⑤ すこし時間を空けてから，問題を解いてみる。

最も大切なことは，できなかった問題ができるようになることです。本書の問題を
繰り返し解いて，苦手分野をなくし，共通テストの得点力をアップさせましょう。
　本書を活用して，共通テストに自信がもてるようになってもらえれば幸いです。皆
さんの夢が実現するように頑張りましょう。

著者　　
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□速度，加速度

　時間 Δt の変位を Δx として，

　速度　単位時間あたりの変位

v＝ΔxΔt
　時間 Δt の速度変化を Δv として，

　加速度　単位時間あたりの速度変化

a＝ΔvΔt
□ v − t グラフ

　加速度＝（v −t グラフの接線の傾き）

　変位 s ＝（v −t グラフの面積）

O
t

t

v

Δ
vΔ

O
t

v

s

□等加速度直線運動の公式

　一定の加速度を a，時刻  t＝0  における速度を  v0 として，

　速度　v＝v0＋at

　変位　s＝v0 t＋
1
2  at 

2

□相対速度

　速度 v
>

a で動く観測者  a  から速度 v
>

b で動く物体 b を見たとき，観測者に対する物体の

相対速度は

 v
>

ab＝ v
>

b− v
>

a 

□自由落下

　重力加速度の大きさを  g＝9.8 m/s2  として，

速さ　v＝gt

落下距離　s＝ 12  gt 
2

第1章 運動とエネルギー第1章 運動とエネルギー
― 基本事項 ―

─   7   ─ ─   7   ─

第
１
章　
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

01_物理第1章_P007-011.indd   7 20/02/05   13:19

sam
ple



□鉛直打ち上げ

　初速度を  v0，打ち上げの位置を  y＝0  として，

速度　（鉛直上向きを正）　v＝v0−gt

位置　y＝v0 t−
1
2
 gt 2

□いろいろな力

　①地表での重力　質量 m，重力加速度の大きさを g＝9.8 ｍ/s2  として，

F ＝mg　（鉛直下向き）

　②�ばねの弾性力　ばねの自然長からの変位の大きさ（伸び，または縮み）を  x，ばね

定数を k として，

F ＝kx　（変位の逆向き）

　③張力　軽いひもの張力の大きさは，ひものどの点でも等しい。

　④抗力　垂直抗力は接触面に垂直な力，摩擦力は接触面に平行な力。

静止摩擦力：R≦μN　（μ：静止摩擦係数，N：垂直抗力）

動摩擦力：R＝μ' N　（μ' ：動摩擦係数）

　静止摩擦力は摩擦がなければするであろう運動を妨げる向き，動摩擦力は現実の運

動を妨げる向き。

□水圧

　静止流体（液体，気体）中のある点の圧力は，面の向きによらず等しい。また，重力

の作用下では，同一水平面内の静止流体の圧力は共通である。大気圧を p0，水の密度

をρとして，水深 d の水圧 p は，

p＝p0＋ρgd

□浮力

　浮力は流体から物体の表面に垂直にはたらく力の和であり，その大きさは物体が排

除した流体の重さに等しい。物体の体積を V，流体の密度をρとして，

F＝ρVg　（鉛直上向き）

□運動の法則

①慣性の法則

　物体に力がはたらかない，またははたらく力がつりあうとき，物体は静止，もし

くは等速直線運動を続ける。慣性の法則が成り立つ座標系を慣性系という。

②運動方程式

　質量 m の物体にはたらく力の和を F
>

   ，生じる加速度を a
>

   として，

ma
>

＝F
>

   

─   8   ─ ─   9   ─

01_物理第1章_P007-011.indd   8 20/02/05   13:19

sam
ple



a

Fm

③作用反作用の法則

　物体 １ が物体 ２ に及ぼす力 F
>

   12 は，物体 ２ が物体 １ の及ぼす力   F
>

   21   と同じ大きさ

で逆向きである。

F
>

   12＝−F
>

   21

12F 21F  

物体1 物体2

□力の単位

　① 1 N（ニュートン）　質量 1 kg の物体に 1 m/s2 の加速度が生じるとき，はたらく力

の大きさ。

　② 1 kgw（キログラム重）　地表で質量 1 kg の物体に働く重力の大きさ。「重さ」は，

重力の大きさを表す。

1 kgw≒1 kg×9.8 m/s2＝9.8 N

□仕事と運動エネルギー

　物体にはたらく力の大きさを F，物体の移動距離をs， 

移動方向と力の向きのなす角をθとして，

仕事　W＝Fs cosθ

物体の速さを v として，

仕事率　P＝Fv cosθ

物体の運動エネルギーの変化は物体がされた仕事に等しい。質量mの物体の速さがv0
からv に変化したとき，

1
2  mv

2− 12  mv0
2＝W

以下，物体の質量を m，物体の速さを v，重力加速度の大きさを g，基準点からの高

さを y，ばね定数を k．ばねの自然長からの変位の大きさを x とする。

□保存力と位置エネルギー

　仕事が始点と終点の位置で決まり，途中の経路によらない力を保存力という。重力，

弾性力，静電気力，などは保存力である。

　基準点から点 P まで物体をゆっくり移動させるとき，保存力に逆らう力の仕事が位

置エネルギーとして蓄えられる。

　①重力による位置エネルギー

s

F

θ
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U＝mgy　（y＝0  を基準）

　②ばねの弾性力による位置エネルギー　（弾性エネルギー）

U＝ 12
 kx2　（自然長  x＝0  を基準）

　摩擦力の仕事は途中の経路によるので，摩擦力は非保存力である。

□力学的エネルギー

　力学的エネルギーは，運動エネルギーと位置エネルギーの和である。

　点 P から点 Q へ物体が移動するとき，点 P での運動エネルギーと位置エネルギーを，

KP，UP，点 Q での運動エネルギーと位置エネルギーを，KQ，UQ とする。保存力がす

る仕事は（UP−UQ）である。このとき，非保存力の仕事を W として，運動エネルギー

の変化は，

KQ−KP＝（UP−UQ）＋W

より，力学的エネルギーの変化＝非保存力の仕事    が成り立つ。

（KQ＋UQ）−（KP＋UP）＝W

□力学的エネルギー保存の法則

　保存力だけが仕事をする場合（W＝0）

KQ＋UQ＝KP＋UP
　①重力だけが仕事をする場合

1
2
 mv2＋mgy＝一定

　②弾性力だけが仕事をする場合
1
2
 mv2＋ 12

 kx2＝一定

─   10   ─ ─   11   ─
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第１問　次の文章を読み，下の問い（問１〜３）に答えよ。（配点　12）� 【 ８ 分】

　カーリングの競技のように，水平で平らな氷面上で重い石をすべらせる実験１〜

３を行って，石がすべった距離と時間との関係を調べてみた。

実験１：初速度 V0 を 3.0 m/s にして石を目標点に止まるようにすべらせたとき，測

定時刻  t  とすべった距離  l  の測定結果が表 1のようになった。石がすべっていた

時間は 30 s ，すべった全距離 L1 は 45.0 m であった。

問１　時刻  t  が 6 s から 12 s までの間の平均速度はいくらか。最も適当な数値を，次

の1〜5のうちから一つ選べ。 １ m/s

1　1.5　　　　2　2.1　　　　3　2.4　　　　4　2.7　　　　5　3.0

t  〔s〕 0 6 12 18 24 30
l  〔m〕 0 16.2 28.8 37.8 43.2 45.0

表　１

─   12   ─ ─   13   ─
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実験２：初速度 V0 を 2.0 m/s に変えて石をすべらせたとき，すべっていた時間は

20 s，すべった全距離は L2 であった。

実験３：さらに初速度 V0 を 1.0 m/s にして石をすべらせたとき，すべっていた時間

は 10 s，すべった全距離は L3 であった。

　実験１〜３の測定結果をまとめて，速度  v  と時刻  t  の関係をグラフにしたのが図

１である。

0 10 20 30 

v 

1.0 

2.0 

3.0 

〔m/s〕 

t 〔s〕 

図　１
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問２　実験２・実験３で石がすべった全距離の比 L2：L3 はどのようになるか。図

1を参考にして最も適当なものを，次の1〜5のうちから一つ選べ。 ２

1　3：2　　　2　2：1　　　3　9：4　　　4　3：1　　　5　4：1

問３　石がすべっているときの加速度の大きさはいくらか。最も適当な数値を，次

の1〜6のうちから一つ選べ。 ３  m/s2

1　0.10　　    2　0.20　　    3　0.30　　    4　10　　    5　20　　    6　30

─   14   ─ ─   15   ─
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